
















ジェクトの実施期間は 2010 〜 2017 年の 7 年間であり、
分布調査を行うフェーズ 1（2010 〜 2012 年）と、分
布調査により確認・登録された遺跡の発掘調査を行う









（2010 年夏季）は第 1 地区北半に焦点を絞り、少なか
らぬ数のナバテア時代の痕跡が記録されている（Fujii 
et al. 2011）。第 2 次調査（2011 年夏季）は対象地域西
端崖面上（第 4・7 地区）に沿って実施され、結果と
して既知の 3 地点を含む 16 地点の登録に至った（Fujii 
et al. 2013; 藤井他 2013）。今季調査では西半部（第 2・
4・6 地区）を主な対象として踏査を行い、計 81 地点
を確認・登録した。したがって、これまでの踏査で総
計 97 地点が登録・記録されたことになる（註 1）。
３．対象地域の自然環境的特徴
　本調査の対象地域は、死海から約 47 km 南南東に
位置する死海地構帯東側断崖上縁辺部の陥没した丘
陵地帯であり、海抜標高約 900 〜 1500 m を測り、最











（Dana Natural Reserve）の南を縁取る比高差約 100 m
の断崖が長さ 9 km に亘って境界を成し、死海地構帯
東縁の急峻な丘陵地に接続している。東縁から南東縁












  ヨルダン南部ショウバック北地域における第 3 次分布調査（2012 年春季）           

















西幅 14 km の細長い範囲で年間平均降水量が 200 〜
300 mm に達しており、コムギの天水農耕が可能であ
る。因みに、ショウバックは、年間平均降水量 298.3 
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Tuwyrat）でドルメン群が記録され（Dubis et al. 2004; 
Scheltema 2008）、ヒルベト・エッ＝ダッバ（Khirbet 
ed-Dabba）周辺では鉄器時代の諸遺跡が確認されてい




et al. 2004）、また、さらに北のカラク高地（Karak pla-
















して区分されているが、第 7 地区と第 4・6 地区、第
6 地区と第 3 地区の境界のみ地形に従い任意で設定し
た。































































1400,000 B.C.E. - 180,000 B.C.E.
180,000 B.C.E. - 45000 B.C.E.
45000 B.C.E. - 22000 B.C.E.
22000 B.C.E. - 9600 B.C.E.
9600 B.C.E. - 8700 B.C.E.
8700 B.C.E. - 7000 B.C.E.
7000 B.C.E. - 5000 B.C.E.
5000 B.C.E. - 3600 B.C.E.
3600 B.C.E. - 3100 B.C.E.
3100 B.C.E. - 2700 B.C.E.
2700 B.C.E. - 2300 B.C.E.
2300 B.C.E. - 2000 B.C.E.
2000 B.C.E. - 1550 B.C.E.
1550 B.C.E. - 1200 B.C.E.
1200 B.C.E. - 1000 B.C.E.
1000 B.C.E. - 539 B.C.E.
539 B.C.E. - 332 B.C.E.
332 B.C.E. - 63 B.C.E.
63 B.C.E. - 106 C.E.
63 B.C.E. - 324 C.E.
324 C.E. - 640 C.E.
640 C.E. - 1099 C.E.
1099 C.E. - 1517 C.E.
































前回既調査の計 16 地点を併せた総計 97 地点を対象と
して、以下では全体的な傾向について押さえていく。
　まず、地区別の遺跡分布について、今季重点的に踏
査を行った第 4・6 地区では計 71 地点が確認・記録さ

























SNAP11&12SPR. Area 1 Area 2 Area 3 Area 4 Area 5 Area 6 Area 7 Total
Settlement 0 0 0 0 1 0 3 4
Artifact scatter 0 4 1 24 0 6 6 41
Tumulus 0 2 0 2 1 6 1 12
Structural remain 1 3 1 12 0 9 1 27
Stone alignment 0 1 0 3 0 10 0 14
Others 0 0 0 1 0 1 0 2




























わせても 4 地点のみであった。第 7 地区の 07011 及び
07012 地点は隣接している。07011 地点は 07012 地点
の北、丘陵を下がった平坦地に位置している。同地点
は 1 ha の規模を有しており、遺跡のほぼ中央に南北









部に位置している（図 3）。遺跡規模は 1.2 ha あり、
全体のプランは判らないものの、20 〜 40 cm 大以上











た、南東端でも下段に 80 cm 大の加工された石灰岩角
礫を配し、その上に 40 cm 大の加工された石灰岩角礫
を積んだ、外面が平坦に揃った造りの良い石壁（残存
高 1 m）が先述の遺構とは独立して認められた。この






























で総計 41 地点を数える。このうち 9 地点では積石塚
が見られた。地域別に見ると、重点的踏査対象であっ








採集された。特に 04011 地点では、EB 期の土器片が
多量に採集された。同地点は、第 4 地区北東端のブス
タン川下流西岸に広がる緩斜面上（海抜標高 772 m）






































　鉄器時代 II 期は 29 地点において確認されており、
ローマ時代に次いで多い。今季調査では、前回既に登





の土器片が採集されている。06001 及び 06012 地点は
いずれもブスタン川上流部北岸の丘陵上平坦面及び緩
斜面に位置しており、それぞれ 0.5 ha 及び 0.8 ha の範
囲で遺物の散布が認められた。06018 地点は上記 2 地







れた。同地点は、ショウバック城北 1 km に位置する











































計 27 地点で確認されたことになる（表 2）。地区別に
見ると、第 4 地区において 12 地点が認められ、全体
の約半数を占めている。これに次いで、第 6 地区では
9 地点が登録された。また、時期別に見た場合、鉄器





















般的である。前者は、概して直径 5 〜 20 m 程度の規
模を有し、石壁は 20 〜 40 cm 大程度の石灰岩角礫を
1 m 幅程度で 1 〜 2 段程度乱雑に積み上げて構築され
ている場合が多い。この中で、04024 及び 04027 地点
は他と構造がやや異なっており、石灰岩角礫を軽く積
み上げて作り出した直径 10 〜 15 m 程度の半円形状の
平坦面の背後少なくとも 10 〜 15 m に亘り、40 cm 大






　後者は、一辺が概して 5 〜 20 m を測り、長方形プ
ランを呈する遺構も認められる（04101）。石壁は、20 
cm 大程度の石灰岩角礫を 1 列・1 段並べただけの簡
素なもの（03001、04041、06008）から、幅 1 m 程度
で 20 〜 40 cm 大以上の石灰岩角礫をやや荒く積み上
げたもの（02029、04101）まで見られた（図 8）。この
うち、丘陵頂部に位置する 04101 地点の長方形遺構（長




れていた。一方、04100 地点の遺構（長さ 3.5 m、幅
1 〜 1.5 m）は、20 〜 30 cm 大の石灰岩角礫を 1 列・1
段並べただけであり、規模や造りに鑑みて、実用的な
機能を伴っていなかったと思われる。また、上記のう






この種の遺構は第 2、第 4、第 6 地区においてしか認






1）高さ 30 〜 50 cm 程度、幅 30 〜 40 cm、厚さ 20
〜 30 cm の石灰岩の立石を 1 列に並べた遺構
（04014、04089、04090、06021、06034、06036）
であり、全長 17 〜 144 m を測る。途中で直角に
曲がるものもある（06003）。
2）幅 1 〜 1.5 m 程度、全長 50 〜 200 m 程度で、両
側に 40 〜 50 cm 大の石灰岩角礫を並べて、内部




3）幅 1 〜 1.5 m 程度、短くとも全長 800 m に亘って
大型の板状フリントを乱雑に軽く積み上げたも
の（06019）（図 9）。丘陵尾根に沿って構築される。
一部では、板状フリントを 3 〜 4 段重ねた箇所
や立石列が見られた。近傍には、積石塚状の矩形・
円形石積遺構（径 4 〜 8 m、高さ 0.7 〜 2 m）が
少なくとも計 4 基確認された。
4）20 〜 40 cm 大の石灰岩角礫を 1 〜 2 段積んだも
の（02022）。短いものは全長 5 〜 7 m であったが、
より長いものは全長不明。
　上記 4 タイプの分布傾向はあまり明瞭ではないが、
1）は第 4・6 地区の境界一帯に、そして、2）は第 6





















石を刳り貫いた大型矩形桶（04064 地区、約 2 m 四方、
深さ 70 cm）も確認された。
６．６．積石塚（Tumulus）
















　上記のうち最も一般的な 1）は、概して直径 5 〜 8 
m 程度を測り、20 〜 40 cm 大の石灰岩角礫と土砂を
高さ 1 〜 1.5 m 程度まで積み上げて構築されている。
図９　06019 地点石列遺構（南東から） 図１０　06034 地点円形・方形掘り込み遺構




郭（2 x 2 m）を認めることができた。この種の積石塚
の周辺からは、とりわけ鉄器時代 II 期からローマ時
代の土器が採集された。
　2）は、1）に比べて規模が大きく、長さ 8 〜 20 m 以上、
幅 5 〜 10 m 以上、高さ 1.5 〜 2.0 m に及ぶ。06004 及
び 06018 地点では、それぞれ 3 基及び 1 基の楕円形
積石塚が認められた（図 11）。前者は、40 cm 大の石
灰岩角礫を積み上げて周囲を構築し、内部に 10 〜 20 
cm 大の角礫を充填して構築されていた。外周は部分





　02020 地点で 2 基のみ確認された円筒形積石塚は緩
斜面状に位置しており、直径約 4 m、残存高約 1 m を
測る（図 12）。比較的平たい石灰岩角礫（長さ 20 〜
40 cm、厚さ 10 〜 20 cm）を丁寧に積み上げて構築さ
れている。現在は斜面下側に崩落しており、保存状態







　最後に、02010 地点で確認されたタイプ（長さ 17 m、
幅 2.5 m）は、東側に高さ 40 〜 50 cm の立石を南北に
















半が鉄器時代 IIC 期（前 7 〜 6 世紀）に属するものと







は既に鉄器時代 IIA 期（前 10 世紀）から活動痕跡が
認められるようであり（Herr and Najjar 2008; Barker et 
al. 1999）、鉄器時代を通じた遺跡数も EB 期とローマ・







存在した可能性がある。また、第 4 地区を中心に EB 
I 〜 IV 期の土器散布地が少なからず見つかっており、
これらも合わせると、調査地域には当該期の痕跡が比
較的集中していることが判る。EB 期の痕跡は、西の
死海地溝帯下のフェイナン盆地（Levy et al. 2001, 2002）
























められ、周囲からは EB II・IV 期の土器が採集された















Barker, G.W., R.B. Adams, O.H. Creighton, D. Crook, D.D. Gilbertson, 
J.P. Grattan, C.O. Hunt, D.J. Mattingly, S.J. McLaren, H.A. Mo-
hammed, P. Newson, C. Palmer, F.B. Pyatt, T.E.G. Reynolds, and 
R. Tomber 1999 Environment and Land Use in the Wadi Faynan, 
Southern Jordan: The Third Season of Geoarchaeology and Land-
scape Archeology (1998). Levant 31: 255-292.
Dubis, E., M.A.A. Marahlah, and S. Nawaflah 2004 Two New Dolmen 
Fields in the ash-Showbak Area. Annual of the Department of An-
tiquities of Jordan 48: 15-24.
Fujii, S. 2007 Wadi Badda: A PPNB Settlement below the Fjayj Escarp-
ment in Southern Jordan. Neo-Lithics 2/07: 19-23.
Fujii, S., F. Abyudanah, and M. Tarawneh 2011 North Shawbak Ar-
chaeological Project (NSAP): a Preliminary Report on the First 
Field Season, 2010. Annual of the Department of Antiquities of 
Jordan 55 (in press).
Fujii, S., M. Yamafuji, and Y. Arimatsu 2013 A Preliminary Report of 
the Shawbak North Archaeological Project (SNAP), 2011 Sum-
mer. Annual of the Department of Antiquities of Jordan 56 (in 
press).
Herr, L. and M. Najjar 2008 The Iron Age. In R.B. Adams (ed.), Jordan: 
An Archaeological Reader, 311-334. London and Oakville: Equi-
nox.
Levy, T.E., R.B. Adams, and R. Shafiq 1999 The Jabal Hamrat Fidan 
Project: Excavations at the Wadi Fidan 40 Cemetery, Jordan 
(1997). Levant 31: 293-308.
Levy, T.E., R.B. Adams, A.J. Witten, J. Anderson, Y. Arbel, S. Kuah, 
J. Moreno, A. Lo, and M. Wagonner 2001 Early Metallurgy, In-
teraction, and Social Change: The Jabal Hamrat Fidan (Jordan) 
Research Design and 1998 Archaeological Survey: Preliminary 
Report. Annual of the Department of Antiquities of Jordan 45: 159-
187.
Levy, T.E., R.B. Adams, A. Hauptmann, M. Prange, S. Schmitt-Strecker, 
and M. Najjar 2002 Early Bronze Age Metallurgy: A Newly Dis-
covered Copper Manufactory in Southern Jordan. Antiquity 76: 
425-437.
Lindner, M., E.A. Knauf, and J.P. Zeitler 1990 Es-Sadeh- A lithic – Early 
Bronze – Iron II (Edomite) – Nabataean Site in Southern Jordan: 
Report on the Second Exploratory Campaign, 1988. Annual of the 
Department of Antiquities of Jordan 34: 193-237.
Lindner, M., U. Hübner, and H. Genz 2001 The Early Bronze Age 
Settlement on Umm Saysaban, North of Petra (Jordan) and its 
Topographical Context, Report on the 1998/1999 Survey. Annual 
of the Department of Antiquities of Jordan 45: 287-310.
Macdonald, B, L.G. Herr, M.P. Neeley, T. Gagos, K. Moumani, and M. 
Rockman 2004 The Tafila-Busayra Archaeological Survey 1999-
2001, West-Central Jordan. Boston: American Schools of Oriental 
Research.
Macdonald, B, L.G. Herr, D. Scott Quaintance, and H.M. Lock 2010 
The Shammakh to Ayl Archaeological Survey, Southern Jordan: 
Preliminary Report (First Season 2010). Annual of the Depart-
ment of Antiquities of Jordan 54: 329-344.
Macdonald, B, L.G. Herr, D. Scott Quaintance, G.A. Clark, and M.C.A. 
Macdonald 2012 The Ayl to Ras an-Nzqab Archaeological Survey, 
Southern Jordan (2005-2007). Boston: American Schools of Ori-
ental Research.
Miller, J.M. (ed.) 1991 Archaeological Survey of the Karak Plateau. At-
lanta: American Schools of Oriental Research.
Rollefson G. 1981a A Lower Paleolithic Surface Site near Shobak, Wadi 
El-Bustan, Southern Jordan. Annual of the Department of Antiqui-
ties of Jordan 25: 153-170.
Rollefson G. 1981b The Late Acheulean Site at Fjaje, Wadi El- Bustan, 
Southern Jordan. Paléorient 7/1: 5-21.
Rollefson G. 1985 Late Pleistocene Environments and Seasonal Hunt-
ing Strategies: A Case Study from Fjayj, near Shobak, Southern 




Scheltema, G. 2008 Megalithic Jordan: An Introduction and Field Guide. 
Amman: American Center of Oriental Research.
UNESCO – Cairo Office 1996 Vegetation of Jordan. Cairo: Regional Of-
fice for Science and Technology for the Arab States.
Whiting, C.M., J. Fraser, T. Jakob, H. Miller, and I. Kehrberg 2008 The 
First Preliminary Report of the South Jordan Iron Age II Survey 
and Excavation Project (SJIAP): the 2004, 2005 and 2006 Seasons 
of Excavation at Khirbat ad-Dabba. Annual of the Department of 
Antiquities of Jordan 52: 255-278.
Whiting, C.M., J. Fraser, T. Jakob, H. Miller, and I. Kehrberg 2009 The 
Second Preliminary Report of the South Jordan Iron Age II Sur-
vey and Excavation Project (SJIAP): the 2004, 2005 and 2006 Sea-
sons of Surface Survey. Annual of the Department of Antiquities of 
Jordan 53: 275-296.
藤井純夫・足立拓朗・山藤正敏・有松唯　2013「ペトラ後背地
の居住史―ヨルダン南部ショウバック地域の第 1-4 次分布
調査（2010-2012）―」『平成 24 年度　考古学が語る古代オ
リエント　第 20 回西アジア発掘調査報告会報告集』　日本
西アジア考古学会。
